
 

 

 

 

５．具体的な審議内容の設定  

  

 

 

           

 

これまでの議論 

麻生区区民会議 市民活動・地域活動の活性化部会 調査審議状況（案） 

    
  

提               言 

今後の検討事項 
ステップ５ リーダーになり、 
同じ意識を持った仲間を集める 

ステップ４ 
リーダーの影響を受けて、 
成長し自発的な心が芽生える 

提言取りまとめ 

 資料４   

            

６．ターゲットの設定     

 

 ステップ２を更に５段階に分け、 

「知る、関心を持つ」という点から、 

仕組みのイメージを検討しました。 

 

フォーラムアンケート検証 

 
 

何をするでもなく、なんとなく毎日 

を「もやもや」と過ごしている 

シニア世代 を想定 し仕組みを検討。 

７．仕組み･仕掛けのイメージの検討 

８．区民との意見交換の実施と分析  

  健康に関するイベント「麻生区健康づくりのつどい」でブースを開設しました。

キャッチフレーズを使用して来場者を集め、１２７人（男性４５人、女性８２人）

から意見を聴きました。 

 
  
  
 
  

 

   

             

                               

 

 

ステップ２ 
ボランティア活動へ一歩を 
踏み出してみる 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 区民会議フォーラム 

「健康寿命を延ばすには？」 
 
 
 
 
 

月日：２月２１日（日）    

内容：高齢者の社会参加と健康維持について 

   研究されている藤原佳典氏を招いて、 

   参加者に、地域とのつながりの中で楽 

   しく健康に暮らすためのヒントを伝え  

   ます。   

 

 

 

 

    

 

ボランティアをしたい人や関心 

のある人がボランティア活動へ 

の一歩を踏み出せるように、 

受け取りやすい情報発信の仕方 

やルートなど、 

  気軽に参加できる仕組み 

を検討する 

１．背景 

 高齢化や活動の担い手不足等 

２．方向性・課題の抽出   

６つの項目・課題に分け緊急性 

と必要性を基準に検討 

３．審議テーマの決定 

○最優先テーマ 

 ボランティアの活動促進 

○優先テーマ 

 情報発信の環境整備 

 シニア等の地域への参加 

○全体へ係る課題 

 市民活動等への運営支援 

  

行く 
体験する 
関係づくり 

調べる 

 

関心を 
持つ 

 

知る 

 

  

   
 
 

    

シニア世代等が多く集まる「麻生老人 
福祉センター」の現地調査を実施 
→ボランティア活動の情報を効果的に

提供することは施設利用者の関心 
 を引くきっかけになる可能性がある 

ステップ３ 活動を通じて、 
仲間や居場所ができる 

４．審議対象の検討 

ボランティアの意識・行動の 

変化を５つの段階に分け検討  
ステップ１ 
何らかの活動をしたいと思 
っているが行き場所がない 

９．提言の方向性の検討 

 

 

世田谷ボランティアセンター視察 

 審議のヒントを得るため、委員６名が１２ 

 月１０日に世田谷ボランティア協会（理事

長・興梠寛氏）が運営する施設※を視察し

施設担当者にヒアリングを実施しました。 

※同センターでは、ボランティアコーディネ 

 ーターの相談窓口、人と団体をつなげる仕 

 組みの「おたがいさまＢａｎｋ」、情報紙

「セボネ」の発行等を行っています。 
 

 視察結果 

・行けばやりたいことが見つかる環境が整え 

 られている。アットホームな環境である。 

・相談窓口が平日夜まで開いている。勤め人 

 や学生も利用している。 

・世田谷区はボランティアが生活の中に溶け 

 込んでいる。 

・団体に対しての助言が丁寧。かゆいところ 

 に手が届く運営をしている。 

・マッチングでは、単に情報を流すよりも、 

 ＦＡＣＥｔｏＦＡＣＥの関係で、きめ細か 

 い対応を重視している。 

 
 Ｑ２.活動に参加したこと 
   がありますか？ 
 
  
 
  

 

 

    

 

Ｑ３.ある→活動に参加したきっかけは何ですか？ 

Ｑ４.ない→どんなきっかけがあれば参加しますか？ 

 

 

             

                               

 
 
 

 

    

 

 
 Ｑ１.ボランティア活動 
      に関心がありますか？ 

 

ある
88.2% 

ない  

12% 

ある

68.6
% 

ない 
31.4% 

  
 
→どちらの質問も「友人・知人に誘われて参加した 
（友人・知人に誘われれば参加したい）」との意見 
 が多く集まりました 

   

             

                               

 
 
 

 

    

 

 
  
 
  

 
Ｑ５.気軽に参加できるようになるためには、 
    何が必要だと思いますか？ 
  

 

   

   

 
→「効果的な情報発信」「背中を押す仕組み」 
 との意見が多く集まりました。 

    
 ・ 参加への背中を押す＝「友人や知人の誘い」と考えられるが、地域に友人等がいるという前提での話で 

  あった。地域内に友人等が少ない人（特に男性）に対しては別の仕掛けが必要と思われる。 

 ・ 話を聞くとボラティア活動を始めようと思い立つきっかけは、一人一人異なる。まだまだ活躍できる場 

  があると思わせる仕掛けが必要。一歩を踏み出すためのストーリーづくりに協力できればよい。 

 ・ 情報があれば参加するという意見も多かったが、現在も様々な媒体で情報発信はされている。団体が出 

  した情報が必ずしも区民に届いていないということがわかった。何か噛み合っていない印象を受ける。 

   

各団体の 

相互理解 

情報発信 

の環境整 

備 

活動団体 

等への 

運営支援 

シニア等 

の地域へ 

の参加 

地域人材 

の育成と 

人材活用 

ボランテ 

ィアの 

活動促進 

必要性大 

緊
急
性
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第３期 

区民会議 

審議事項 

ボランティアのＰＲに有効と思わ
れるキャッチフレーズの活用を検
討してみる。  
「ボランティア活動に参加して 
 健康寿命を延ばしましょう！」    

 
 Ｑ１で関心がある 

 と答えた人に質問  
 
  

 

 

    

 

①効果的な情報発信 
（団体 → 区民）  

 大量に発信されている現状の 
 ボランティア関連情報を一元 
 的に管理し、ボランティアに 
 関心のある人に向けて効果的 
 に発信できる仕組みを整える。 

 
 

 
 

 
 

 
 

提 
 

言 

ボランティア活動に気軽に参加できる  理想的な仕組み 

 
 
・ボランティア関連の情報を 
 集め、一元的に管理、発信  
・ボランティアを始めたい人 
 や担い手を集めたい団体が 
 気軽に相談できる総合窓口   
・ボランティア活動を推進す 
 る制度（人材登録制度や介 
 護ポイント制度等）の運用  
・キャッチフレーズを活用し 
 たボランティアの啓発や専 
 門的なコーディネーター養成 
   
 

あ さ お ボ ラ ン テ ィ ア 

情 報 セ ン タ ー （ 仮 称 ）  

【総合的なコーディネート機能】 

区民 

定期的に 
発信 団体 

ボランティア募集
やイベント・講座
の情報を提供 

   チラシを「手渡し」して友人・知人に直接参加を呼びかける 

 将来の担い手を 
 育てる体験講座 
 等の実施 

ボランティア活動に参加することも、ボランティアを受けることも、 
身近に感じる環境が整い、区全体にボランティアが浸透していく。 
     
 

ＦＡＣＥｔｏ 
ＦＡＣＥの 
きめ細やかな
相談体制 

？ 

！ 

… 

理想的な仕組みに 
向けて、今ある組 
織や制度、地域資 
源等を活用し、実 
現性の高い提言を 
検討 
※２～３月部会 

②参加への一押し 
（区民 → 団体）  

 ボランティア参加へ向けて一 
 歩を踏み出す人を対象とした 
 講座等、背中を押す仕組みを  
 整え、シニア世代等の地域デ 
 ビューを支援する。 

 ●気軽に参加できる仕組みの検討にあたっての新たな見方 
 
 ボランティア活動へ一歩を踏み出したい人、ボランティアを集めたい団体、 
 
 その双方からの  流れをよくする という視点から改めて検討してみる。 

③身近なボランティアの推進 
（区民 ⇔ 団体）  

 ①と②の流れが上手く組み合 
 わさることで、人と団体との 
 マッチングが円滑に進む。ボ 
 ランティアが区民の生活や地 
 域の中で身近なものとなる。   


